
株式会社ダイナックホールディングス（本社：東京都港区、代表取締役社長：綾野喜之、以下 当社）のグループ企業で株式

会社ダイナックパートナーズ（本社:東京都港区、代表取締役社長:松井正博）は、9月2日（土）に、和歌山県海南市下津町

小南地区に開業する道の駅「海南サクアス」を、指定管理者として運営いたします。ダイナックパートナーズとして、指定管理者として3

つ目の道の駅運営となります。

サステナビリティ経営を推進するダイナックが指定管理者となる「道の駅」開業

和歌山県海南市へ
”人・想い・未来をつなぐ“地元マッチングSTATION

道の駅「海南サクアス」 9月2日(土)グランドオープン

Press Release
2023年9月6日

株式会社ダイナックホールディングス

ダイナックグループの株式会社ダイナックパートナーズは、食のアウトソーシング専門企業として、ゴルフ場レストランの受託運営や道の

駅・サービスエリア等の企画運営を全国約100店舗で展開しています。“人と地域を最高の笑顔に”をテーマに、食を通じて地域の生

産者や人々とつながり、地元の朝採れ野菜の販売や地元食材でのメニュー開発、地産品のお土産販売で地域創生をお手伝いしてい

ます。道の駅はこれまで、「道の駅 まくらがの里 こが」（茨城県古河市）、「道の駅 パレットピアおおの」（岐阜県揖斐郡大野町）

の2つの指定管理者となっています。2013年オープンの「道の駅 まくらがの里 こが」は、地産地消のテーマパークとも言うべき「おいしい・

たのしい」地域の拠点に成長し、地元生産者の野菜や味噌、惣菜の販売や地産地消メニューが食べられるフードコートなどが人気でい

つも多くのお客様で賑わっています。

「道の駅」の運営で地産地消と地方創生の取組みを推進

総務省「地域活性化起業人制度」により2年前から海南市と協働

この度、ダイナックパートナーズの道の駅運営として4つ目となる道の駅「海南サクアス」が、和歌山県海南市の国道42号線沿いに開

業します。海南市は、ミカンやモモ、キウイ、びわなどのフルーツを中心とする農産物や、しらすやハモ、カキなどの⽔産物が特産品です。

また、日本遺産「絶景の宝庫和歌の浦」や「日本農業遺産」関連のスポットや地区があり、「みかん・お菓⼦のはぢまりのまち」であること

など、観光資源も豊富です。

当社では、 2021年8月1日より2年間、海南市との間に「地域活性化起業人制度による派遣に関する協定」を締結し、当社社員

2名を海南市まちづくり部産業振興課に派遣していました。派遣者は、海南市の地域産品を含めた地域の魅⼒や価値の向上等を図

る業務に従事。交流人口増加を図りたい海南市の課題に対して、これまでの道の駅等の地域密着型ビジネスや地域創生とサステナビ

リティへの取り組みの経験とノウハウを注いできました。市議会2022年11月定例会の審議を経て、指定管理者に決定しました。

「海南サクアス」はみかん畑に囲まれた魚が美味しい道の駅

「海南サクアス」は海南市に初めてできる道の駅で、名前は、さかなの「サ」、果物の「ク」、遊びの「ア」、そして多くの人が集まる「ス

（巣）」からなる造語で、「咲く明日」のダブルミーニングにもなっています。

施設は、「山の幸」「海の幸」をギュッと詰め込んだ 「物産交流館」を中心に、幅広い年代の人が憩い賑わう「芝生広場」、国道42号

を行き交うドライバーが道路案内を見ながらひと息つける「情報提供室」があります。「物産交流館」は、産直マルシェ、鮮魚店、フルー

ツパーラーで構成され、食事もできます。「芝生広場」には、すべり台や手押しポンプの井戸のある⽔辺があります。「情報提供施設」は

24時間利用可能のトイレや道路情報コーナーを備えます。訪れる人が、「美味しい」「楽しい」「心地 いい」ひとときを過ごし、また来た

いと思ってもらえるような道の駅です。再来年には、大規模バイパス「有田海南道路」冷⽔から下津町小南まで区間が開通予定で、

地元の方々のコミュティ拠点となることが期待されます。

ダイナックグループは、今後も地域との結びつきを強化し、利用者の憩いの場を提供するため、「食空間」だけにとどまらない新しい事業

を展開してまいります。



道の駅「海南サクアス」のおすすめポイント

■産直マルシェ

下津みかん・柑橘類
温州みかんは収穫時期によって分類されています。9月頃は「極早
生」、10月頃には「ゆら早生」、11月頃には「早生」。そして12月は
「中生」から後半になるにつれ「晩生」に。下津みかんは時期ごとに
様々な魅⼒ある姿に変化します。他の柑橘類も栽培されており、八
朔や清美、不知火や甘夏など、多様な品目が時期ごとに並びます。

メイド・イン・海南
海南市は家庭用品の製造が盛んです。耐⽔性や耐腐食性に優れた棕
櫚(しゅろ)の皮の繊維で作られたたわし、ほうき。通気性や保温性に
優れた五本指ソックスや、ひとつひとつ手作業で作られた木製ならではの
温かみを感じられるタンバリンなど。そして海南市の伝統工芸品に指定
されている紀州漆器。「メイド・イン・海南」は生活に彩りを添えます。

■魚盛水産
鮮魚コーナーでは、海南市をはじめとした和歌山県の新鮮な海の幸を漁港から直送で仕入れています。他、規格外品を活用して
お寿司や焼き魚などのお惣菜も販売。飲食コーナーでは、定食、丼、うどん、お惣菜などオリジナルメニューもご用意します。

漁師直送の新鮮な魚
春はシラスやタイやイサキ、夏はハモやタチウオやアジ、秋はサバや
アオリイカ、そして冬はマグロやブリなど。和歌山県の魚種豊富な
新鮮な魚を地元の漁師さんから仕入れています。

豊富な飲食メニュー・デリカ（総菜）
飲食コーナーでは、お刺身や海鮮丼、釜揚げしらす重、焼き魚や天
丼、うどんなど様々なメニューがお楽しみいただけます。他、お持ち帰り
できるデリカ(お惣菜)も鮮魚コーナーにてご用意しており、お寿司や、し
らす丼、ちらし寿司、焼き魚などその時々の旬にあわせたメニューをライ
ンナップします。

海南市の魅⼒がギュッと詰まった産直マルシェ。「フルーツ王国和歌山県」、海南市下津町はみかんをはじめとした柑橘類がはもちろ
ん、まりひめ(いちご）、キウイ、いちじく、桃など季節を通じて獲れるフルーツや、獲れたて野菜、ハチミツ、牛乳、地酒、棕櫚のたわしな
ど特産品が並びます。

■SHIMOTSU FRUITS
地元で獲れたフルーツを使った自家製スイーツを提供。海南市下津町をはじめとしたフルーツ王国和歌山県のフルーツを使った自
家製スイーツやドリンク、地元・黒沢牧場の生乳を使った濃厚ソフトクリームがウリのフルーツパーラーです。

季節の自家製フルーツタルトやパフェ
春はいちごやキウイ、夏はブルーベリーや桃、秋
はぶどう、冬はみかんなど、彩り豊かなフルーツタ
ルトや自家製パフェがお楽しみ頂けます。

その他、黒沢牧場の生乳を使用したソフトク
リームもおすすめです。濃厚な味わいがありつつ
も後味はさっぱり爽やかな美味しさ。食後のデ
ザート、ドライブのリフレッシュにどうぞ。



施設概要

施設名  ：道の駅 海南サクアス

所在地  ：和歌山県海南市下津町小南51-1

営業時間：9：00-17：00（駐車場は24時間）

定休日   ：年中無休 ※年末年始を除く

電   話   ：073－492－1093

駐車場   ：普通車127台、大型車20台、EV急速充電用1台、身体障がい者用4台

URL      ：https://sakuas.com/

Instagram：https://www.instagram.com/kainan_sakuas/

道の駅「海南サクアス」運営によりSDGｓに貢献

「つくる責任つかう責任」「飢餓をゼロに」 「住み続けられるまちづくりを」

わたしたちダイナックグループは

『感動を調理して、食の価値を広げていく。』をパーパスに掲げ、

お客様・従業員そしてステークホルダーに寄り添い、豊かで楽しいコミュニケーションを“食“を通じて実現します。

そして、食文化の発展、新しい価値と感動を創造し、持続可能な社会を実現することを目指します。

サステナビリティ方針

（１）お客様・お取引先と響きあう／安全・安心な食の提供

お客様の声を広く企業活動に反映させるとともに、ダイナック品質方針

「All for the Quality」のもと、〔食品安全理念〕〔食品安全活動方

針〕を定め、フードチェーン全体で品質の維持・向上に取り組んでいます。

（２）自然と響きあう／地球環境への貢献

持続可能な地球環境を次世代に引き継ぐべく、事業活動に直接起因

する環境負担の低減を軸にして、グループ全体での環境経営を推進し

ていきます。

（３）社会と響きあう／地域創生・社会貢献

地域の生産者・自治体と連携し、食を通じて持続可能な街づくりや地

域活性化に向けた取り組みを推進し、地域の成長⼒を確保することを

目指します。

（４）従業員と響きあう／ダイバーシティ経営

「ダイバーシティ経営」を人事の基本方針とし、新たな価値創造に挑戦す

る「人材育成」と従業員一人ひとりが最大限に⼒を発揮する、創造性あ

ふれる「職場環境づくり」を目指しています。

ダイナックグループのサステナビリティ4つの取組み

https://sakuas.com/
https://www.instagram.com/kainan_sakuas/


ダイナックパートナーズについて

本件に関するお問い合わせ先
株式会社ダイナックホールディングス 広報担当：大城・渡邉 mail:info@pr-office.jp

電話:03-6849-2812 大城携帯:070-4566-3270 渡邉携帯：090-9607-4921

ダイナックパートナーズは、2019年に食のアウトソーシング専門企業として株式会社ダイナックより独立しました。食の楽しさとやすらぎ

やくつろぎの時間を演出するべく、質の高い商品・サービスの追求に取り組んでいます。「人と地域を最高の笑顔に」というスローガンの

もとゴルフ場レストランの受託や、道の駅・サービスエリアの運営を通じて、「お客様」「オーナー様」「働く仲間」「地域社会」、関係する

すべての皆様とより良いパートナーシップを築き、豊かで潤いある社会を共創しています。全国でゴルフクラブレストラン、道の駅・サー

ビスエリア等を計97店舗運営しています。（2023 年9月6日現在） 

社   名 ：株式会社ダイナックパートナーズ

設 立 ：2019年4月

本社所在地 ：東京都港区台場2ー3ー3 サントリーワールドヘッドクォーターズ内

代 表 ：代表取締役社長 松井 正博

事 業 内 容 : ゴルフ場等のレストラン受託運営、道の駅・サービスエリアの運営

U R L    : https://www.dynac.co.jp/group/dynacpartners/

【会社概要】

【会社概要】

社   名 ：株式会社ダイナックホールディングス

創 業 ：1958年3月

本社所在地 ：東京都港区台場2ー3ー3 サントリーワールドヘッドクォーターズ内

代 表 ：代表取締役社長 綾野 喜之

事 業 内 容 : ダイナックグループ全体の経営戦略の策定・推進、およびコ―ポレート機能

U R L    : https://www.dynac.co.jp/

1958年、東京・新宿の地で創業。多業態飲食店の経営、パーティ・ケータリングサービスの企画・運営・進行、劇場や音楽ホールな

どの文化施設内レストラン・ドリンクコーナーの受託運営を手掛ける株式会社ダイナック、ゴルフ場等のレストラン受託運営、道の駅・

サービスエリアの運営を手掛ける株式会社ダイナックパートナーズ、これらグループ全体の経営戦略の策定・推進、およびコ―ポレート

機能を担う株式会社ダイナックホールディングスで構成されます。全国にゴルフクラブ・レストラン91 店、バー・レストラン104 店、道の

駅・文化施設等23 店の計218店舗を運営。（2023年9月6日現在）

ダイナックグループについて

わたしたちダイナックグループは、豊かな自然の恵みを受けて、お客様に食を提供しています。これからも食の楽しさをお客様に伝え

ていくために、豊かな自然を次の世代に引き継ぐために、 人と自然が互いによい影響を与えあい、持続可能な社会を目指しま

す。SDGsは、全世界が達成すべき17の目標と169のターゲットを設定し『誰一人取り残さない』 世界の実現を目指す取り組み

です。ダイナックグループでは本業である『食』を通じて貢献できる活動を積極的に実施していきます。

SDGsビジョン

mailto:info@pr-office.jp
https://www.dynac.co.jp/group/dynacpartners/
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